
平成 30年度  
新潟市新バスシステム事業評価委員会

開業 3年間(H27.9～H30.8) 
事業評価書（中間評価）

本資料は新潟市と新潟交通㈱による運行事業協定に基づいた事業が対象の内容です。

新潟市が取り組む区バス・住民バスや、それ以外の乗合バス事業を営む会社の事業は

対象となっていません。

２－①



新潟市新バスシステムバスシステム事業の中間評価（開業開業３年間の評価）



評価ステージ 評価の視点 
■事業が適正に運営されていることを確認した。

運行の効率化による増便効果と利用者数の増加傾向が維持さ

れており、引き続きこの方向性を継続していくこと。

＜評価指標①運行事業協定に基づく運用（年間走行距離）＞ ＜評価指標②新潟市内のバス利用者数＞ 

新潟市新バスシステム事業の中間評価（開業 3年間） （本ページは の評価）

○開業前後でのバス利用者数の変化 
（乗り換え利用等補正後） 

○年間走行キロ数の変化 

＜（参考指標①）バスの運行本数＞ 

○運行事業協定で計画値として定めた年間走行キロ数を開業後は毎年度確保している。（評価指標①より） 

○市内のバス利用者数は 7.5％増加しており、開業後は堅調に増加傾向を維持している。（評価指標②より） 

○市内の乗合バス事業全体の収支は評価委員会で確認した。 

○開業前以上の運行本数は確保されている。（参考指標①より） 

○公共交通に関する市民の関心が高まっている。利用者の意見を聞きながら、さらなるＰＲ活動や啓発活動に努

め、市民に良くなったと理解してもらえる取り組みや改善を行っていくこと。（参考指標②より） 

事 業 性

B   R   T 

バス路線再編 

事業の適正な運営

事業性 

【確認事項】新潟市内のバス利用者数

について確認します。

開業以降のバスの利用者は、

増加傾向を維持している。 

【確認事項】計画値(注 1)として定めた

957.7 万 km/年を上回っているかにつ

いて確認します。 

※国道８号路線(大野・白根線等)は開業前のデータが無いため、本比較においては含めていない。 

開業１年目 開業２年目 開業３年目 

年間バス利用者数 ２２,９１４千人 ２３，４８９千人 ２４，０２６千人 

増減（前年との比較） - ＋５７５千人 ＋５３７千人 

伸率（前年との比較） - ＋２．５％ ＋２．３％ 

○開業 3年間の変化（乗り換え利用等の補正なし・国道８号路線(大野・白根線等)を含む） 

データ元）路線別利用者数（新潟交通㈱HPより） 

開業前以上の運行本数を維持している。 

国道 8 号路線の利用者を含めて

も、増加傾向となっている。 

データ元）時刻表（新潟交通㈱HPより）

○ＢＲＴ（萬代橋ライン）を除く運行本数とダイレクト便本数の推移 

※H29.3 ダイヤ改正によるＢＲＴ（萬代橋ライン）

大堀線・寺尾線直通はダイレクト便として算入。

◎≪今後の取り組み≫さらなるダイレクト便の増便については、バス路線の集約による

運行の効率化や郊外の増便効果のいずれにも影響することが懸念されることから、現在

の利用状況等を踏まえ慎重に検討する必要がある。

事業性に対する評価 

【参考】

データ元）新潟交通㈱提供資料 

年間走行キロ数が 

計画値を毎年度上回っている。 
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約 943 千人/年

（約 4.7％）増加 

約 150 千人/年

（約 0.8％）増加 

約1,489千人/年 

（約 7.5％）増加

＜（参考指標②）公共交通に関する市民の意識＞ 

○新潟市政世論調査のうち、「公共交通の充実」と回答したもの 
 （全 33 項目 項目例：高齢者福祉・防災対策・学校教育・まちなかの活性化・観光の振興） 

≪良くなっているもの≫ ≪今後もっと力をいれてもらいたいもの≫ 

開業以降、公共交通に関する

市民の関心が高まっている。

◎≪今後の取り組み≫ＰＲ

活動や啓発活動により事業

に対して理解してもらえる

よう努めるとともに、市民

に良くなったと実感しても

らえる取り組みや改善を行

っていく必要がある。

データ元）市政世論調査（新潟市） 
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(注 1) 計画値：市と新潟交通㈱が締結

した協定において、サービスの低下に

歯止めをかけるため、年間走行キロ数

の下限値を定めたもの。 

約 7.9万 km/年 

(約 0.8％)増加 

計画値

約6.9万 km/年 

(約 0.7％)増加

約 7.9万 km/年 

(約 0.8％)増加 

開業前より

302本増便 

開業前より 
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開業前より
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452 本増便 
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新潟市新バスシステム事業の中間評価（開業 3年間） （本ページは の評価）

データ元）「時間通りに走る」バスへの取り組み（新潟交通㈱HPより）

○ＢＲＴ区間のバス利用者数 

データ元）新潟交通㈱提供資料 

ＢＲＴ（萬代橋ライン）は基幹バスに相応し

い高い定時性を確保している。

評価ステージ 評価の視点 

事 業 性

B   R   T 

バス路線再編 

ＢＲＴの事業運営の状況

ＢＲＴのサービスの内容

＜評価指標⑤ＢＲＴの定時性＞ 

■ＢＲＴの事業運営状況は良好で、幹線路線としての機能は

開業以降も向上している。引き続き機能向上を図ること。

＜評価指標③ＢＲＴ区間におけるバス利用者数＞ 

ＢＲＴに対する評価

BRT 

【確認事項】ＢＲＴ区間におけるバス利用者

数の動向について確認します。 
(バス乗り換え地点である新潟駅前、万代シテイ、市役所

前、青山を除く) 

【確認事項】ＢＲＴの定時運行の状況について確認します。

※比較は開業月及びダイヤ改正 2ヶ月後 

※目標達成率：新潟交通㈱で定時運行の目標値に設定している

「時差が 3分未満」のバス停割合 

○BRT 区間の事業収支は評価委員会で確認した。 

○BRT 区間のバス利用者数は、開業以降、増加傾向を維持している。（評価指標③より） 

○BRT 快速便の速達性は向上した。さらなる速達性の向上に向け、走行環境について引き続き検討・改善に取

り組むこと。（評価指標④より） 

○BRT は、基幹バスに相応しい高い定時性を確保している。（評価指標⑤より） 

○情報案内システムは、改善の積み重ねにより利便性が向上している。（参考指標③より） 

○ＢＲＴ（萬代橋ライン）の平均旅行速度の推移 

開業 3年間で、快速便の平均旅行速度は 1.1km／h（約 7.5％）向上した。 

＜評価指標④ＢＲＴの速達性＞ 

【確認事項】ＢＲＴの速達性について、バス停区間別の旅行速度を確認します。

○定時運行にむけた目標達成率の比較 

開業当初は減少したものの、その後は

増加傾向を維持している。 
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萬代橋ライン

全路線合計

平成 27年 12月 16日のダイヤ改正から定時性が向上

◎≪今後の取り組み≫ＢＲＴの走行環境については、引き続き検討・改善

を進めることで、さらなる速達性の向上に取り組むこと。 

データ元）新潟交通㈱提供資料

＜（参考指標③）情報案内システムの利便性＞ 

○開業 3年間で利便性の向上を図った取り組み事例 

↑快速便の精度向上 ／ 吊り下げ案内板の

バスロケーションシステムに複数台のバスを

表示できるように改善 

←時刻・運賃検索システムのＴＯＰページに「バス接近

情報」と「発着時刻表」のタブを新たに追加 

バスロケーションシステムを備えた情報案内や、時刻・運賃検索システム（ス

マートデバイス向け経路検索システム）の改善を積み重ね利便性が向上した。 
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約 150千人/年減少 

（約-2.6％）

約215千人/年増加

（約+3.7％）

約290千人/年増加

（約+5.0％）



新潟市新バスシステム事業の中間評価（開業 3年間） （本ページは の評価）

■乗り換えを導入したバスシステムが確立されつつあることや、多

くの郊外路線や新設路線で利用者数が増加傾向であることを確認し

た。引き続き利用状況等を踏まえた改善に取り組むこと。

バス路線再編 

＜評価指標⑥鉄道との接続性＞ 

評価ステージ 評価の視点 

事 業 性

B   R   T 

バス路線再編 

乗り換えを導入したバ

スシステムの確立

バス路線の再編による

効果

○白山駅では鉄道との乗り換え利便性が向上しており、利用者数も増加している。（評価指標⑥より） 

○開業以降、青山結節点におけるバス同士の接続性が向上している。（評価指標⑦より） 

○ダイレクト便運行路線においては、利用者が個々の行動目的に応じ、使い分けをしていると思われるが、現在運行

している一部利用者の少ないダイレクト便については、存続について検討が必要。（評価指標⑧より） 

○郊外路線は開業 3 年目に一部区間で減少したものの、多くの路線で堅調に増加傾向を維持している。新設路線は、

開業以降、堅調に増加傾向を維持している。（評価指標⑨⑩より） 

【確認事項】鉄道と路線バスとの接続状況を確認します。

※H27年 9 月は 5日から 30 日の集計 

データ元）路線別利用者数（新潟交通㈱HPより）

多くの路線で開業 3

年間は堅調に増加

傾向にある。 

＜評価指標⑨郊外路線のバス利用者数＞ 

【確認事項】郊外路線

での利用者数の変化に

ついて確認します。

○開業時に新設した路線のバス利用者数の推移 

※H27 年 9月は 5日から 30 日の集計
開業 3 年間で堅調 

に増加傾向にある。

＜評価指標⑩新設路線のバス利用者数＞ 

【確認事項】路線の新設

に伴う利用者数の変化に

ついて確認します。

白山駅前バス停では鉄道との乗り換え時間

が考慮され、利用者数も増加している。 

バス路線再編 

に対する評価

 接続時間 10 分以内の割合 平日 休日 

１年目（Ｈ２８．８） 86.8% 75.9% 

２年目（Ｈ２９．８） 86.8% 65.4% 

３年目（Ｈ３０．８） 84.9% 67.3%

 接続時間 10 分以内の割合 平日 休日 

１年目（Ｈ２８．８） 80.4% 73.6% 

２年目（Ｈ２９．８） 80.4% 86.0% 

３年目（Ｈ３０．８） 80.4% 78.0% 

ＢＲＴ(古町方面)→JR 越後線(内野駅方面) JR 越後線(内野駅方面) →ＢＲＴ(古町方面) 

○白山駅での JR 越後線とＢＲＴ（萬代橋ライン）の接続時間 ※乗り換え時間を 5分と設定 

＜評価指標⑦乗り換え地点におけるバス同士の接続性＞ 

【確認事項】青山結節点でのＢＲＴと郊外路線の接続状況を確認します。

青山結節点においてバス同士の接続性が開業 3年間で改善されている。 

「郊外路線→ＢＲＴ」の乗り換え時間「ＢＲＴ→郊外路線」の乗り換え時間 

○ＢＲＴ（萬代橋ライン）と郊外路線の乗り換え時間【青山結節点・平日】 

データ元）新潟交通㈱提供資料・時刻表（新潟交通㈱・JR 東日本㈱HPより） 

乗り換え 

時間の割合 
1～3分 

4～ 

5 分 

6～ 

10 分 
11分～ 

最大乗り

換え時間 

１年目（Ｈ２８．８） 12% 22% 65% 1% 16 分 

２年目（Ｈ２９．８） 13% 20% 66% 1% 11 分 

３年目（Ｈ３０．８） 8% 20% 69% 3% 12 分 

乗り換え 

時間の割合 
1～3分 

4～ 

5 分 

6～ 

10 分 
11分～ 

最大乗り

換え時間 

１年目（Ｈ２８．８） 15% 18% 64% 3% 24 分 

２年目（Ｈ２９．８） 18% 19% 61% 2% 13 分 

３年目（Ｈ３０．８） 18% 19% 61% 2% 13 分 

データ元）時刻表 

（新潟交通㈱HPより）

-4分 -11 分

データ元）路線別利用者数（新潟交通㈱HPより） 

4

開業時に新設した路線：５路線 

（柳都大橋線、新大病院線、千歳

大橋線、青山循環線、芋黒線）

（参考）白山駅前バス停 年間利用者数 
開業前   開業 1年目   開業 2年目  開業 3年目
4.6 万人   21.5 万人   24.3 万人   27.7 万人 
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○郊外路線の年間バス利用者数の推移 

市内中心部：Ｃ系統(県庁線、浜浦町線、

八千代橋線等)  

南新潟方面：Ｓ系統(長潟線、鳥屋野線、

女池線等) 

西新潟方面：Ｗ系統(西小針線、有明線、

大野・白根線等)  

東新潟方面：Ｅ系統(空港・松浜線、河

渡線、大形線等)
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ス
利
用
者
数

平日は80％以上、 

休日は65％以上 

を確保 

＜評価指標⑧ダイレクト便及び乗り換えが必要な便の平均乗車人数＞ 

【確認事項】乗り換え便とダイレクト

便の平均乗車人数の状況を確認しま

す。

○乗り換え便とダイレクト便の

平均乗車人数の伸率

データ元）新潟市調査 

◎≪今後の取り組み≫現在運行

している一部利用者の少ないダ

イレクト便については、存続に

ついて検討を進めていく必要が

ある。

データ元） 

新潟交通㈱提供資料 

利用者が、個々

の行動目的に応

じ、使い分けを

していると思わ

れる。 

【ダイレクト便(便あたり)】

※H28.2 を 1.00 としたとき 

【乗り換え便(便あたり)】

【時間帯別の車内乗車人数】

○H28.3 ダイヤ改正により増便したダイレクト便の利用状況 

半数以上の便

の乗車人数が

10人以下

0.6 
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0.8 

0.9 

1.0 
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1.3 

H28.2 H28.6 H29.6 H30.6
0.6 

0.7 

0.8 

0.9 

1.0 

1.1 

1.2 

1.3 

H28.2 H28.6 H29.6 H30.6

1.00 1.18
1.00 0.88

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8時台(44)

9時台(10)

10時台(26)

11時台(12)

12時台(20)

13時台(10)

14時台(19)

15時台(14)

16時台(16)

17時台(29)

18時台(24)

19時台(20)

20時以降(14)

5人以下 6人～10人 11人～15人 16人～20人 21人～30人 31人以上

※ＢＲＴ区間（新潟駅～青山）への乗り入れ地

点における車内乗車人数 

<調査対象>空港・松浜線、河渡線、牡丹山線 

      女池線、長潟線、大野・白根線 

※カッコ内は調査した便数 


